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千葉体育学研究投稿規定
1. 投稿の種類
本誌に記載される寄稿原稿の内容は、総説・原著論文 ・ 研究資料・書評・内外研究動向・研究上の問題提起•その
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原著、資料は図表、参考文献も含めて400字原稿用紙28枚（組上げ 7 ページ）以内を厳守する。なお、規定の組上
げページを超過した場合は 、 3 ページを限度として、著者の負担の有料掲載に応じる。
※料金は別に定める。
4. 別刷
別刷は著者の負担とする。希望部数を原稿の表紙に朱書すること。（後刻の申し出は不可）
※料金は別に定める。
5. 校正
原則として著者が行う。
6. 原稿の様式
l) 横書き、新かなづかい、カイ書体とする。 数字はアラビア数字をつかい、単位は原則として国際単位を用いる。
2) 表紙に表題（欧文も付記）、執筆者名、所属団体、部署を記入する。連名の場合は、著者名とその所属団体の対
応がつくように明記して下さい。脚注著者（連名者も含む）の所属団体名、住所については、著者名の右肩の上つ
きの小数字をつけて脚注とする。
3) 原著論文には欧文抄録をつけることが望ましい。
4) 3 種の見出し語を用いることができる。
中央大見出し……上下 1 行ずつあけて書く。
横大見出し；……り上に 1 行あけ、本文は改行して書き始める。
横小見出し………左から 1 字あけ見出し語を書き、 1 字あけて本文を書く。
5) 終止符 （。） また語句の切り目は（、）を用い、ハイホン（一）、ダッシュ（一）も同様に 1 字分とする。
6) 文字で大文字と小文字の紛らわしいものは特に指示をする。
（例） K … k O.. ｷo S… s u… u w…w 
7) 文字や記号の隅につける添字・数字・記号はその位置に明確に書き、赤字で特に指示する。
8) 略号は初出の時に略さずに使用し、（以下…と略す）と添え書きをしてから以後その略語を用いる。
9) 図および表はそれぞれ 1 回ごとに別紙を用い、説明は原則として和文とする。
原稿右はしの襴外に位置を指定する。図の原稿は白紙または青色方眼紙に黒インクで描き、完成させたものを提
出する 。 尚、書籍、雑誌などの図または表を引用するときは出所を明らかにし、脚注とする。
10) 参考文献は次の形式で論文の末尾に一括して記述する。尚、本文中には文献表の番号に片括弧をつけたものを引
用箇所の右肩上にする。（例 相JII" によれば・・・）
著者名はABC順に列記して番号をつける。
（雑誌）著者名、表題、雑誌名、巻（号）、ページ～ページ、発行年
（単行本）著者名、書名、引用ページ、発行所、発行地、発行年
11) 提出する原稿は、オリジナル原稿とそのコビーの計二部とする。
付則：本規定は昭和58年 3 月 5 日より施行する。
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